
ケーソン（５階建てのビルに相当する高さで、乗用車約1,000台分の重さ）を、
海上大型クレーン船（40階建てのビルに相当する高さ）で吊上げて据付けます！

①川内港の現況（製作されたケーソン）
高さ約15mのまさに立ち並ぶビル群

【川内港での岸壁整備】

川内港では、これまでよりも大きい貨物船を受け入れるため、
新たに岸壁の整備を行っています。

岸壁はケーソンと呼ばれる鉄筋コンクリートの函で作られます。
（乗用車約1,000台分の重さ）

陸上で作られたケーソンを海上から大型クレーン船で吊り上げ、
据付を行います。

【連絡先】 国土交通省 九州地方整備局
鹿児島港湾・空港整備事務所 川内港出張所 0996-22-5911 担当 田内、吉本、杉野

作業の流れ

令和5年度の作業風景

②海上大型クレーン船での吊り上げ ④海底にケーソンを据付③海上大型クレーン船にてケーソンを海上運搬

川内港にて海上から大型クレーン船（3,000ｔ吊）による
ケーソン（1,300ｔ）の据付けを行います

川内港で初めて国の事業として！



見学箇所までのアクセス（川内港）

川内港高速船ターミナル

川内とれたて市場

見学・駐車箇所（川内港）
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見学・駐車箇所までは公共交通機関がございません。

当日は、自家用車等、各自お越し頂きますようご協力をお願いします。ただし、現地の駐車スペースに限りがございます

ので、乗り合わせでお越し頂く等、ご協力をお願い致します。

現地までは、「川内港高速ターミナル」及び「川内とれたて市場」から車で約５分となります。

完全予約制にて、作業状況をご覧頂けます。

見学をご希望の方は、10月22日（火）迄に、表面の連絡先に「日時※」「人数」「車の台数」「代表者氏名」についてご

連絡下さい。詳細は個別に調整させて頂きます。※両日とも7時～10時の間でご希望のお時間をご連絡下さい。

人数次第では、見学できない場合もございますので、予めご了承下さい。

動きやすい服装（長袖、長ズボン）、スニーカー等の履き物でご参加下さい。


